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論文内容        

（背景および研究目的） 

 「アゲル」を後項にとる複合動詞（以下，「～アゲル」）は現代語において，「持ちあげる」「取りあげる」

など〈上昇〉を表す用法が存在する一方で，「書きあげる」「焼きあげる」など動作の〈完遂〉を表す複合

動詞としても用いられる。本発表では「～アゲル」が動作の〈完遂〉を表す用法を獲得した過程・要因を

歴史的に明らかにする。 

（検討方法等） 

 国立国語研究所の『日本語歴史コーパス』（国立国語研究所（2019）『日本語歴史コーパス』

https://chunagon.ninjal.ac.jp/(2019 年 5 月 16 日確認)等を用いて，上代から近代にかけての「～アゲル」

の用例を採集する。さらに，姫野（2018）をもとに用例を意味的に分類し，各用法の使用時期や用法間の

派生関係について調査・検討する。また，本動詞「アゲル」とも比較しつつ「～アゲル」が〈完遂〉用法

を獲得した要因を明らかにする。 

（結果および考察） 

調査の結果，〈上昇〉を表す「～アゲル」は上代から存在するが，〈完遂〉を表す用例は近世からみられ

ることが分かった。〈上昇〉と〈完遂〉の関係については，先行研究の王（2014）のように，空間的な上

への移動が時間に派生し，〈完遂〉用法が成立したと捉える向きもある。 

ただ今回の歴史的調査により，「巻きあげる」など後項「アゲル」の語彙的意味を多く残した〈上昇〉

は初期からみられるものの，「すすぎあげる」など〈完遂〉を表す「～アゲル」の出現は近世であり，時

代的な隔たりが大きいことが分かった。また，本動詞「アゲル」は中古末に動作の〈完遂〉を表すように

なる（『日本国語大辞典 第二版』第 1 巻）。よって，複合動詞間で直接〈上昇〉から〈完遂〉が派生した

のではなく，中古末に出現した本動詞「アゲル」の〈完遂〉用法が影響し，複合動詞「～アゲル」は前項

の動作の〈完遂〉を表す用法を獲得したと考える。 

（結論） 

 上代から近代の資料を用いて調査した結果，本動詞「アゲル」が〈完遂〉を表すようになったことが影

響し，複合動詞「～アゲル」は動作の〈完遂〉を表す用法を獲得したと考えられる。 
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